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情報ソース  

L.A. McKeown. Cardiac Rehab During COVID-19: Telehealth, Unpaid 

Heroes Step Up to Help at Home. ―Experts say there’s no better time than now 

to keep preventive CV care going and forge a new path for outpatient cardiac 

rehab.― 
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要約  

・ COVID-19 により、多くの心臓リハビリ（CR）センターは、完全に閉

鎖することを選択肢としている。 

・ 在宅での適切な介入がなければ、患者を悪化させる危険性があ

る。 

・ CR センターへの入院患が減少することは、患者にとって良い状況

ではなく、医療者は、患者を在宅で管理する必要がある。 

・ 医師による検査が実施できない場合でも、在宅での CR を積極的

に行う必要性がある。 

・ 在宅 CR に関わるスタッフは、給料が支払われていない場合でも、

在宅患者に連絡をとり、介護者、医師とともにケアチームとして責

任を果たす必要がある。 

・ COVID-19 パンデミックは、CR に対する患者、医師、システム関連

の障壁が、デジタルヘルスの大規模な導入により克服できることを

示す機会となる。 

最も注目するポイント 

理学療法にどのように役立つか？ 

・ 入院患者の CR が困難となる場合、在宅 CR がより必要となる。 

・ 遠隔での在宅 CR は、交通手段、時間など従来の CR の障壁を克

服できる可能性がある。 


